
安 全 ・ 安 心 の 医 療 ・ 介 護 の 実 現 と 医 療 従 事 者 の 夜 勤  

改 善 ・ 大 幅 増 員 を 求 め る 意 見 書  

 

厚 生 労 働 省 は 、 こ れ ま で も 医 療 従 事 者 の 勤 務 環 境 の 改 善 を 促 進 し

て き て い る が 、 日 本 医 労 連 が 実 施 し て い る 看 護 職 員 の 労 働 実 態 調 査

で は 、 「 慢 性 疲 労 や 辞 め た い と 思 う 」 「 十 分 な 看 護 が で き て い な い 」

「 ミ ス ・ ニ ア ミ ス の 経 験 が あ る 」 と い っ た 回 答 率 は 高 く 、 十 分 な 改

善 が な さ れ て い な い こ と が 明 ら か と な っ て い る 。  

現 在 、 政 府 は 医 療 機 能 の 再 編 に よ る 医 療 提 供 体 制 の 改 善 を 目 指 し

て い る が 、 勤 務 環 境 の 改 善 な し に 医 療 提 供 体 制 の 改 善 は あ り 得 な い 。

２ ０ １ ５ 年 度 に は 看 護 職 員 需 給 見 通 し が 策 定 さ れ る が 、 単 な る 数 値

目 標 で は な く 、 具 体 的 な 勤 務 環 境 の 改 善 を 可 能 と す る 増 員 計 画 と す

る 必 要 が あ る 。  

安 全 ・ 安 心 の 医 療 ・ 介 護 の 実 現 に 向 け 、 医 療 従 事 者 の 勤 務 環 境 の

改 善 を 実 効 性 の あ る も の に す る た め 、 国 に お い て は 、 下 記 の 事 項 を

実 現 さ れ る よ う 強 く 求 め る 。  

記  

１  看 護 師 な ど 夜 勤 交 替 制 労 働 者 の 労 働 時 間 を １ 日 ８ 時 間 、 週 ３ ２

時 間 以 内 、 勤 務 間 隔 １ ２ 時 間 以 上 と す る こ と 。  

２  医 師 ・ 看 護 師 ・ 介 護 職 員 な ど を 大 幅 に 増 員 す る こ と 。  

３  患 者 ・ 利 用 者 の 自 己 負 担 を 減 ら し 、 安 全 ・ 安 心 の 医 療 ・ 介 護 を

実 現 す る こ と  

４  費 用 削 減 を 目 的 と し た 病 床 削 減 は 行 わ ず 、 地 域 医 療 に 必 要 な 病

床 機 能 を 確 保 す る こ と 。  

以 上 、 地 方 自 治 法 第 ９ ９ 条 の 規 定 に よ り 意 見 書 を 提 出 す る 。  

 

  平 成 ２ ６ 年 １ ２ 月 １ ９ 日  

 

             三 浦 市 議 会 議 長  岩  野  匡  史  

 

意 見 書 提 出 先  

内 閣 総 理 大 臣 ／ 総 務 大 臣 ／ 財 務 大 臣 ／ 厚 生 労 働 大 臣  


